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し
た
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な

確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律（
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
）」に
よ
り
、

医
療
法
上
で
「
地
域
医
療
構
想
」
が
制
度
化
さ
れ
た
。

将
来
人
口
推
計
を
も
と
に
、
２
０
２
５
年
に
必
要
と

な
る
病
床
数
を
４
つ
の
医
療
機
能
（
高
度
急
性
期
、

急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
）
ご
と
に
推
計
し
た
う

え
で
、
地
域
の
医
療
関
係
者
の
協
議
を
通
じ
て
病
床

の
機
能
分
化
と
連
携
を
進
め
、
効
率
的
な
医
療
提
供

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
は
２
０
１
５
年
３

月
に
「
地
域
医
療
構
想
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
ま
と
め
、

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
２
０
１
７
年
３
月

（
２
０
１
６
年
度
中
）
ま
で
に
す
べ
て
の
都
道
府
県

で
「
地
域
医
療
構
想
」
が
策
定
さ
れ
、
２
０
１
８
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
７
次
医
療
計
画
の
一
部

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
地
域
医
療
構
想
で
は
、
二
次
医
療
圏
を
基

本
に
全
国
で
３
４
１
の
「
構
想
区
域
」
を
設
定
し
、

構
想
区
域
ご
と
に
、
関
係
者
が
協
議
す
る
「
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
」
を
設
置
し
て
い
る
。
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
で
は
、
協
議
を
通
じ
て
、
地
域
の
高

齢
化
等
の
状
況
に
応
じ
た
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携

を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
各

医
療
機
関
が
自
主
的
に
選
択
す
る
病
床
機
能
報
告
制

　地域医療構想の推進に向けて、厚生労働省で
は公立病院・公的医療機関が各地で担う役割等
を高度急性期・急性期機能を中心に分析し、統
廃合を含めた再編の検討を求める医療機関のリ
ストを2019年9月に公表しました（リスト
は後日修正、非公開に）。
　その後も引き続き地域医療構想の全体像に係
る新たな工程表の具体化を行うため、個別事項
について厚生労働省の「地域医療構想に関する
ワーキンググループ」等で検討が行われていま
したが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
により議論の方向性が変化し、「新興・再興感
染症が発生した際には病床の余力が必要」とい
う意見も多く示されるようになりました。地域
医療構想推進の行方をみていきます。

度
に
基
づ
く
現
状
の
病
床
数
と
、
地
域
医
療
構
想
に

お
け
る
２
０
２
５
年
の
必
要
病
床
数
、
ま
た
医
療
計

画
で
の
基
準
病
床
数
を
参
考
に
、病
床
の
地
域
偏
在
、

余
剰
ま
た
は
不
足
が
見
込
ま
れ
る
機
能
を
明
ら
か
に

し
て
地
域
の
実
情
を
共
有
し
、
関
係
者
の
協
議
に
よ

っ
て
構
想
区
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
を
目
指
す
こ

と
と
さ
れ
、
２
０
１
８
年
度
末
（
２
０
１
９
年
３
月

末
）
ま
で
に
、
す
べ
て
の
公
立
・
公
的
医
療
機
関
等

に
お
け
る
具
体
的
対
応
方
針
が
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
で
合
意
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
構
想
を
実
際
に
進
め
る
た
め
に

は
推
進
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省

で
は
、

〇�

病
床
機
能
報
告
に
お
け
る
定
量
的
基
準
の
導
入

（
２
０
１
８
年
10
月
か
ら
の
病
床
機
能
報
告
で
診

療
実
績
に
着
目
し
た
報
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
定

量
的
基
準
を
明
確
化
し
、
手
術
・
重
症
患
者
に
対

す
る
治
療
等
の
実
績
が
ま
っ
た
く
な
い
病
棟
は

「
高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
棟
」
の
選
択
不
可
に
）

〇�

２
０
１
８
年
６
月
よ
り
地
域
医
療
構
想
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
任
命（
調
整
会
議
に
お
け
る
議
論
の
支
援
、

都
道
府
県
が
行
う
デ
ー
タ
分
析
の
支
援
等
を
実

施
／
２
０
１
９
年
３
月
末
時
点
で
36
都
道
府
県
・

79
人
）

〇�
２
０
１
８
年
６
月
よ
り
都
道
府
県
単
位
の
地
域
医

第
７
次
医
療
計
画
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
た

地
域
医
療
構
想

　
日
本
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
）
は

28
・
7
％
（
2
０
２
０
年
９
月
現
在
）
と
な
り
、
本

格
的
な
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
る
。
団
塊
の
世
代
の

す
べ
て
が
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
と
な
る
２
０

２
５
年
に
向
け
、
高
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
医
療

提
供
体
制
と
す
る
た
め
、
２
０
１
４
年
６
月
に
成
立

地
域
医
療
構
想
推
進
の
行
方
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カ
所
か
ら
７
カ
所
が
外
さ
れ
、
新
た
に
約
20
の
医
療

機
関
が
加
わ
り
、
約
４
４
０
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
民
間
医
療
機
関
の
分

も
あ
わ
せ
て
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
都
道
府
県
へ

療
構
想
調
整
会
議
を
設
置

〇�

介
護
医
療
院
を
創
設
し
、
介
護
療
養
・
医
療
療
養

病
床
か
ら
の
転
換
を
促
進

等
を
実
施
し
て
き
た
。

統
廃
合
を
求
め
る
公
立・公
的
医
療
機
関
の

名
称
公
表
が
議
論
の
刺
激
に

　
し
か
し
、
政
府
の
経
済
・
財
政
一
体
改
革
推
進
委

員
会
の
第
32
回
社
会
保
障
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

（
２
０
１
９
年
5
月
23
日
）
で
示
さ
れ
た
公
立
・
公

的
医
療
機
関
等
に
お
け
る
具
体
的
対
応
方
針
の
集
計

結
果
で
は
、
高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
床
の
削
減
は

数
％
に
と
ど
ま
り
、
急
性
期
か
ら
の
転
換
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
、
ト
ー
タ
ル
の
病
床
数
は
横
ば
い
で
あ

る
こ
と
か
ら
、「
具
体
的
対
応
方
針
の
合
意
内
容
が

地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
沿
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
具
体
的
対
応
方
針
の
検

証
と
構
想
の
実
現
に
向
け
た
さ
ら
な
る
対
策
と
し

て
、
２
０
１
９
年
年
央
ま
で
に
す
べ
て
の
医
療
機
関

の
診
療
実
績
デ
ー
タ
を
分
析
し
、「
診
療
実
績
が
少

な
い
」
ま
た
は
「
診
療
実
績
が
類
似
し
て
い
る
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
公
立
・
公
的
医
療
機
関
等
に
対
し
、

当
該
医
療
機
能
の
他
の
医
療
機
関
へ
の
統
合
や
他
の

病
院
と
の
再
編
統
合
に
つ
い
て
、
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
で
協
議
し
、
改
め
て
合
意
を
得
る
よ
う
に
要

請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
分
析
の
イ
メ
ー
ジ
は

図
１
の
と
お
り
だ
が
、
診
療
実
績
の
デ
ー
タ
分
析
と

地
理
的
条
件
の
確
認
に
よ
り
「
代
替
可
能
性
あ
り
」

と
さ
れ
た
公
立
・
公
的
医
療
機
関
等
に
つ
い
て
、
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
検
証
を
行
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
の
地
域
医
療
構
想
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
重
ね
、
同
年
9

月
26
日
に
、
診
療
実
績
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
、
統
廃

合
を
含
め
た
再
編
の
検
討
を
求
め
る
対
象
病
院
と
し

て
全
国
４
２
４
カ
所
の
公
立
・
公
的
医
療
機
関
の
名

称
を
公
表
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
っ
た
医
療
機
関
が

所
在
す
る
自
治
体
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
・
反
発
が
あ
り
、
国
と
地
方
が
共
通

の
認
識
を
も
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
同
年

10
月
4
日
か
ら
「
地
域
医
療
確
保
に
関
す
る
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」（
総
務
省
・
厚
生
労
働
省
）
と
い

う
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た
（
２
０
２
０
年
10
月
ま
で

に
５
回
開
催
）。

　
同
会
議
で
は
、「
２
０
１
７
年
６
月
の
１
カ
月
分

の
デ
ー
タ
だ
け
で
作
成
し
て
い
る
の
は
杜
撰
。
地
域

医
療
に
は
い
く
つ
か
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
あ
る

の
に
、
項
目
に
は
そ
れ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
」、

「
既
に
再
編
・
統
合
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
て
成

果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
回
の
再
検

証
対
象
医
療
機
関
と
な
っ
た
。
何
か
手
当
が
必
要
」、

「
今
後
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に
は
、
統
合

再
編
は
大
事
な
こ
と
。
今
後
も
各
地
域
の
議
論
が
停

滞
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
を
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
同
年
10
月
28
日
に
は
、経
済
財
政
諮
問
会
議
が「
民

間
病
院
の
再
編
に
関
す
る
分
析
を
今
年
度
内
に
示
す

べ
き
」
と
指
摘
。
そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
は
２
０
２

０
年
1
月
17
日
に
、「
公
立
・
公
的
医
療
機
関
等
の

診
療
実
績
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
」
と
民
間
医
療
機
関

の
診
療
実
績
デ
ー
タ
を
都
道
府
県
に
提
供
し
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
時
点
の
公
立
・
公
的
医
療
機
関
の

リ
ス
ト
は
、
前
年
9
月
26
日
に
発
表
さ
れ
た
４
２
４
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分析のイメージ

①診療実績のデータ分析
　（領域等（例：がん、救急等）ごと）

②地理的条件の確認 ③分析結果を踏まえた地域医療
　構想調整会議における検証

A
病
院

B
病
院

C
病
院

D
病
院

民間
公立・公的等

類似の診療実績

診療実績が少ない

類似の診療実績がある
場合のうち、近接してい
る場合を確認

医療機関の診療実績や
将来の医療需要の動向等を踏まえ、
医師の働き方改革の方向性も加味して、
○代替可能性のある機能の他の医療機関
　への統合
○病院の再編統合
　について具体的な協議・再度の合意を
　要請A

C

B
D

地域医療構想調整会議

近接 遠隔

同一構想区域

①及び②により
「代替可能性あり」
とされた公立・公的
医療機関等

地域医療構想の実現に向けたさらなる取り組みについて図1

第 25回医療計画の見直し等に関する検討会（2020 年 12月 14日）参考資料２より

john
WAM PDF用



〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949

月刊誌「ＷＡＭ」は１年間の定期購読誌です。

購読料／１年間・・・・7,524円（税、発送料込）
体裁／Ａ４変型判 本文36ページ
編集／独立行政法人福祉医療機構
編集協力・発行／株式会社法研

続きは、

本誌にてご覧ください。

月刊誌

定期購読のごあんない

お問い合わせ

定期購読のお申し込みはこちら

https://www.wam.go.jp/hp/publish-tabid-69/publish-wam_subscription-tabid-2676/

